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配属先

農業土木（ＮＮ）分野の仕事

農村の持続的な発展を支えるため、農業インフラの整備や自
然環境の保全を通じて、農業生産の基盤を支えています。

県庁：３課1室（農村振興課、農村整備課、農山漁村なりわい課、農村防災対策室）

主な地方機関：８公所（大河原、仙台、大崎、栗原、石巻、

登米、気仙沼、大衡村）



主な配属先

県内はアクセス良好
県を縦断する東北新幹
線、東北自動車道、三
陸自動車道で簡単アク
セス

通勤に便利な仙台市、
大崎市古川

拠点にしている職員は多
数



農業土木職の職員数

全体：205人

地方機関：149人
（72.7％）

※女性職員の割合
40人/205人＝19.5%

R7.4.1現在

本庁：56人
（27.3％）

男性（本庁）
女性（地方）

男性（地方）
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自己紹介
R5.3月 県外大学卒業

R5.4月～ 農政部 農村振興課 企画調整班
農業農村整備事業の企画・調整、広報・広聴等に関すること。

宮城県出身



なぜ公務員だった？

なんで宮城県庁を選んだ？

志望動機

 地元以外の市町村の土地や風土も知りたかったから

 大学で専攻していた農業土木を活かせる仕事をするため

 プライベートと両立させながら仕事を続けるため

 宮城県は通勤条件に恵まれているため



担当業務（現在）

担当した仕事

ダミー
画像

各種記録誌の作成や農業農村整備事業の役
割などを知ってもらうための広報活動をし
ています。

・各種PRイベントの企画
・記録誌・パンフレット等の作成

農政部農村振興課 企画調整班



大変だったこと

＜七夕まつりへの出展＞
課題
コロナ明けでイベント企画のノウハウを
持っている職員がほとんどいない！
（出し物は？導線は？ブースの契約や保険は？ etc.）

結果
各関係機関と何度も調整を重ね、当日は
2,000人近くの方が参加していただき、色
んな意見・感想も寄せられた！

がんばってよかったと思う瞬間



心掛けていること

しっかり働いてしっかり休む！

何事も準備が大事！



8:30出勤

1日のスケジュール

17:15退勤

メール・予定など確認 12:00昼休み

13:00

パンフレットの仕様書作成

15:00

委員会の資料作成

9:00

各機関からの照会対応



ときには息抜きも大事！

働き方・休み方

有休休暇を使って旅行に行くのが
毎年の楽しみ！

（去年は四国に行ってきました！）



入庁前のイメージ
○設計・工事監督など、農業土木の分野に特化
した業務

入庁してみたら
○設計・工事監督のほか、事業の計画、会議の調整、
出前講座、イベントの開催etc…多岐にわたる

○他部局や関係機関との調整が多い

入庁前のイメージとギャップ



私の公務員試験対策

大学3年生11月頃～ 判断推理・数的推理の対策

大学3年生12月頃～

大学3年生2月頃～

大学4年生5月頃～

文章理解・社会科学を中心に対策

専門科目（特に構造力学・水理学・
土質力学）の対策

面接対策（公務員試験講座の
講師や大学の友人と練習）



みなさんへのメッセージ

今ある学生生活を存分に楽しんでください。

何かに打ち込んだり、色んな人と関わって得
た知識や経験は社会に出てから必ず活きてく
ると思います。
ぜひとも皆さんのアイデアと行動でみやぎを
盛り上げてください！


